
改定熊本市景観計画（素案）について

１．改定進捗状況
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景観計画改定専門部会や景観審議会で検討し改定作業を進めている。

会議 審議内容

・景観審議会専門委員による景観調整会議 R5.7.10（月） 素案（序章～第９章）たたき

◎第３７回景観審議会 R5.7.12（水） 【諮問】骨子（案） → ７月２７日答申 骨子完成
【報告】素案（序章～第３ 章）たたき

●第４回景観計画改定専門部会 R5.7.21（金） 素案（序章～第９章）たたき

・景観審議会専門委員による景観調整会議 R5.8.2（水） 素案（序章～第９章）たたき

政策会議 R5.8.24（木） 素案（序章～第９章）

・景観審議会専門委員による景観調整会議 R5.9.8（金） 素案（序章～第９章）

２．主な改定内容

船場橋

上通長崎書店付近

県立美術館分館付近

熊本城周辺地域 赤丸が追加視点場

①重点地域の視点場追加・改善

画図橋

水前寺江津湖公園（広木地区）

下江津橋

江津湖周辺地域 赤丸が改善視点場

市民アンケート、市民ワークショップの意見による 学術論文※、景観教育でのアンケートによる

※「ソーシャルメディアを活用した市街地における湖の景観分析」星野裕司・杵島駿 公益社団法人日本都市計画学会都市計画論文集Vol55No3,2020年10月

景観審議会

景観計画改定専門部会



②景観形成の将来像のイメージイラストを掲載

景観計画、景観に関係するその他計画等の施策効果による景観形成の将来像の
イメージイラストを６つの重点地域ごとに掲載。

凡例

景：熊本市景観計画 屋：熊本市屋外広告物ガイドライン 光：熊本市光のマスタープラン 緑：熊本市緑の基本計画

P：まちなか再生プロジェクト 公：熊本市公共サインガイドライン 樹：熊本市域街路樹再生計画

城：熊本城みどり保存管理計画 環：第４次熊本市環境総合計画 駅：熊本駅周辺地域都市空間デザインガイド

③公共施設、公共建築物の景観形成の役割を明確化

・公共施設、公共建築物は景観形成の先導的役割を果たす必要がある
（熊本市景観条例第５条）ため、景観整備の具体的な考え方を明記。

・令和２年（2020年）より行っている景観審議会の専門委員による
デザイン調整を行うべき規模やエリア等の基準を以下のとおり設定。

・建築基準法第２条に規定する建築物の新築改築で
延べ床面積2,500㎡以上のもの若しくは高さ12ｍ
又は建築面積1,000㎡を超えるもの など

・重点地域内の視点場からの眺望範囲内で行う事業

・事務局が必要と判断したもの、または事業所管課が必要と判断したもの

・大型事業
一部を除き「熊本市公共事業環境配慮指針」の第１種事業と同要件

④市民との協働による景観形成の掲載

・協働による景観形成に関する記載と、施策紹介のためのコラムを掲載

●市民の自主的・主体的な活動事例

江津湖では、ボランティアによる水草清掃の活動が盛んです！

江津湖の美しい水辺景観は、行政だけでなく、市民の自主的
な活動により維持されています。また活動への参加が、人々の
交流を生み、江津湖への親しみや愛着にも繋がっています。

３．今後のスケジュール

熊本城周辺地域

令和５年度（２０２３年度）
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●くまもとライトスケープ・キャラバン（夜間景観実証実験）

「熊本市光のマスタープラン」に基づき、地域主体のまちづくり

に対して、照明機材の貸出・設置のほか、実験実施に向けた

市民とのワークショップの開催、専門家による演出方法の助言

等の支援を行います。 本妙寺
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